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骨吸収と骨形成の量は、動的に均衡した共役状態に保たれて
おり、骨吸収と骨形成は共役（カップリング）関係にある。そのた
め、骨吸収と骨形成を仲介する骨代謝共役因子の存在が想定
されているが、その実態は不明である。骨芽細胞由来の破骨細
胞分化因子であるRANKLの発見（1997年）から18年経過した。
現在では、RANKL中和抗体が骨粗鬆症の治療薬として臨床応
用されるに至った。また、RANKLのデコイ受容体であるオステ
オプロテゲリン（OPG）遺伝子欠損マウスとRANKLの高発現マ

ウスは、共に骨粗鬆症となる。これらの骨粗鬆症マウスを用い
た実験結果から、骨細胞が産生するOPGが皮質骨や歯槽骨の

維持に重要な役割を果たしていることが明らかとなった。今回の
講演においては、骨のカップリングにおけるOPGの重要性につ
いてお話したい。


